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ただし、問題がないというわけではない。まず第 1 に、幕末・明治から第 2 次世界大戦
までの分析は綿密であり、秀逸だが、戦後の分析は不十分といわざるを得ない。戦前と戦
後に分けて 2分冊とし、戦後の分析を「現代ホテル産業史」として纏めることが望ましい。
第 2 に、ホテルを取り巻くマクロ的経営環境の分析には優れているが、個別のホテル企業
の経営管理については深く探求されていない。つまり、経営史的観点が不十分である。押
しなべて産業政策史の観点が強調されて、内部の経営管理への分析が不足しているように
思われる。 
以上の問題点はあるものの、多くの資料を収集し、微細にわたり検討を加え、その膨大
な蓄積を元に記述された本研究は、ホテル産業研究に多大な貢献をなすものである。博士
(地域政策学)の学位に相応しい業績と評価される。 
